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会J(月例)、「公開シンポジウムJ(年 2回)、学際的欧文機関誌 “African 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1992(平成4)年3月に“Socialstructure of Madagascar higher vertebrates 




























































































































































4冊、その特別号である “African Study Monographs， Supplementary 
Issue"を1年に 2冊程度発行してきた。アフリカ地域研究調査室の時代を
含めて、現在までに前者は15巻39冊、後者は21冊を刊行した。この雑誌の刊
行目的は、日本国内でのアフリカ研究の現状を諸外国に紹介するとともに、
アフリカ諸国からの論文の投稿も受け入れることによって、研究発表の場を
提供しつつ地域研究の発展に資するところにある。そのため、掲載する論文
は、アフリカ地域研究に関するものであれば、自然科学・人文社会科学の分
野を問わないという編集方針をとっている。
第4項研究会・シンポジウムの開催
1.研究会
本センターでは、毎年6-8回のペースで公開研究会を開催してきた。話
題提供は本センターの教官が行うほか、国内・国外のアフリカ研究者にも依
頼しており、研究分野を問わずに、ひろくアフリカに関する知識を深めるた
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めに成果をあげてきている。現在までに60回の研究会を開催した。各国の研
究会は、 1名の研究者が発表する場合もあり、特定のテーマに沿って 2-3
名の研究者が話題を提供する場合もある。研究会の日時、場所、目次は、関
西を中心とした国内の研究者約200名に送付しているほか、各種の新聞にも
掲載されており、学内外の研究者や学生、一般人が毎回20-40名ほど集まっ
ている。
2. シンポジウム
本センターでは、センターの教官がオーガナイザーになって、毎年1-2 
回の公開シンポジウムを実施し、 1986(昭和61)年から現在までに14回を開催
してきた。それぞれのシンポジウムでは特定のテーマを設定し、それに従っ
て4-5名の研究者に話題を提供してもらい、最後に参加者全員で討論する
というかたちをとってきた。このシンポジウムは一般公開であり、毎回80-
100名の研究者、学生、一般人が参加している。
第5項国際交流
1. 海外の大学・研究機関との教育、研究交流
本センターでは、これまでにアフリカを中心とする 8カ国、 12機関と研究
協力協定を結んだ。その名称、内容は様々であるが、いずれもセンターが司祭
い関心を持っている分野を中心に研究者および研究情報の相互交換、交流、
アフリカの諸研究機関との共同研究の推進が盛り込まれている。これらの協
定はセンターが主催するアフリカの現地調査のよりどころとなるばかりでな
く、アフリカ人研究者を招轄する際の実質的な基礎をなしている。本格的な
国際化時代を迎えて、これらの協定に基づく研究協力体制づくりは、センタ
ーが今までカバーしていなかった分野にも広がっていく可能性を持ってお
り、その意味で日本のアフリカ研究に果たすこれらの協定の役割は大きい。
現在までに海外の研究機関との聞で研究協力協定をむすんだ国と機関、締
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表38-2 本センターと研究協力協定を締結している研究機関
国名 機 関
ケ ニ ア|ナイロビ大学・アフリカ研究所
ザイール|自然科学研究センター
ザイール|人文科学研究センター
ザイール|保健科学研究所
タンザニア|科学技術委員会
マダガスカル|科学収集博物館
コ ン ゴ|人民共和国政府
ザンビア|ザンビア大学
エチオピア|アジスアベパ大学・社会科学部
フランス|言語口ゑ文化研究所
マダカゃスカル|アンタナナリボ・チンパザザ動植物園
タンザニア|ソコイネ農業大学・農学部
結時期を表38-2に示すp
2. 外国人共同研究者の受け入れ
締結時期
1987(昭和62)年 7月
1987(昭和62)年11月
1987(昭和62)年11月
1987(昭和62)年11月
1988(昭和63)年6月
1988(昭和63)年12月
1989(平成元)年3月
1990(平成2)年2月
1990(平成 2)年7月
1991(平成3)年1月
1992 (平成4)年10月
1994 (平成6)年2月
本センターでは毎年のように外国人共同研究者を受け入れ、長期の滞在に
よる交流を通じて学問的、人的な相互理解の増進を図ってきた。これらは主
に日本学術振興会による外国人招聴研究者事業によるものである。 1992(平
成 4)年度にはアフリカ学外国人客員研究部門が設置された。本センターの
研究活動にアフリカ人を中心とする外国人研究者が実質的に関わる体制がこ
れによって確立し、国際交流も新たな局面を迎えた。
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